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NYマーケットレポート（2015年 10月1日) 
NY 市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数、ISM 製造業景況指数がともに市場予想を下回る結果となり、ドルが主要通貨

に対して軟調な動きとなった。また、米株価が大きく下落したことも加わり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、その後は株価が下

げ幅の大半を縮小する動きとなったことから、ドル円・クロス円は値を戻す動きも見られた。一方、ユーロは主要通貨に対して堅調な動きが

続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 119.74  ユーロ/円 133.57  ユーロ/ドル 1.1156 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6118.37 +56.76 ダウ 
先物ミニ 16223 +51  

 

仏 CAC40 4473.23 +17.94 S&P 
500 ミニ 1914.00 +5.25  

 

独 DAX 9628.29 -32.15 NASDAQ 
100 ミニ 4182.50 +19.50  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 27.7万件（予想 27.1万件・前回 26.7万件） 

 

失業保険継続受給者数 219.1万人（予想 223.0万人・前回 224.4万人） 

前回発表の224.2万人から224.4万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/09/26・・・277,000・・・+10,000・・・270.750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/09/19・・・267,000・・・ +3,000・・・271.750・・・・2,191,000・・・・1.6％ 

15/09/12・・・264,000・・・-11,000・・・272,500・・・・2,244,000・・・・1.7％ 

15/09/05・・・275,000・・・ -6,000・・・275,750・・・・2,243,000・・・・1.7％ 

15/08/29・・・281,000・・・+11,000・・・275,250・・・・2,263,000・・・・1.7％ 

15/08/22・・・270,000・・・ -7,000・・・272,250・・・・2,259,000・・・・1.7％ 

15/08/15・・・277,000・・・ +4,000・・・271,500・・・・2,266,000・・・・1.7％ 

15/08/08・・・273,000・・・ +4,000・・・266,000・・・・2,256,000・・・・1.7％ 

15/08/01・・・269,000・・・ +2,000・・・268,000・・・・2,278,000・・・・1.7％ 

15/07/25・・・267,000・・・+12,000・・・274,750・・・・2,258,000・・・・1.7％ 

15/07/18・・・255,000・・・-26,000・・・278,500・・・・2,270,000・・・・1.7％ 

15/07/11・・・281,000・・・-15,000・・・282,500・・・・2,216,000・・・・1.6％ 

15/07/04・・・296,000・・・+14,000・・・279,250・・・・2,216,000・・・・1.6％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月シンガポール購買部景気指数 48.6（予想 49.4・前回 49.3） 

 

9月シンガポール電子産業指数 48.5（予想 48.8・前回 49.0） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：02 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月メキシコ景気先行指数(前月比) -0.13（前回 -0.11） 

前回発表の-0.09から-0.11に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16340.22 +55.52 

ナスダック 4621.91 +1.75 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月マークイット米国製造業 PMI 53.1（予想 53.0・前回 53.0） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 



                     
 

6 
 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月米ISM製造業景況指数 50.2（予想 50.6・前回 51.1） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪米 ISM製造業景況指数≫ 

        9月・・8月・・7月・・6月・・・5月・・4月 

景気・・・・・・50.2・・51.1・・52.7・・53.5・・52.8・・51.5 

価格・・・・・・38.0・・39.0・・44.0・・49.5・・49.5・・40.5 

生産・・・・・・51.8・・53.6・・56.0・・54.0・・54.5・・56.0 

新規受注・・・・50.1・・51.5・・56.5・・56.0・・55.8・・53.5 

受注残・・・・・41.5・・46.5・・42.5・・47.0・・53.5・・49.5 

入荷遅延・・・・50.2・・50.7・・48.9・・48.8・・50.7・・50.1 

在庫・・・・・・48.5・・48.5・・49.5・・53.0・・51.5・・49.5 

雇用・・・・・・50.5・・51.2・・52.7・・55.5・・51.7・・48.3 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月米建設支出（前月比） 0.7％（予想 0.5%・前回 0.4%） 

前回発表の0.7％から0.4％に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：40 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米製造業関連の景況指数が市場予想を下回ったことから、米景気の先行き不安が広がり、主要

株価は軟調な動きとなっている。ダウ平均は、序盤に前日比 64ドル高まで上昇したものの、その後は下落に転じ 100

ドルを超える下げとなっている。 

 

 

0：05 

≪ 要人発言 ≫ 

ラッカー・リッチモンド連銀総裁～WSJ 

 

・「10月利上げの可能性はある」 

・「金利での行動が遅すぎる可能性を懸念」 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+1.0万件の27.7万件となり、2週連続で増加した。申請件数の 4週移動平均

は、前週比-0.1万件の 27万 750人。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-5.3万人の 219.1

万人となり、2000年 11月11日までの週以来の低い水準となった。受給者総数の4週移動平均は、前週比-1.7万人

の 223万 5250人。受給者比率は、前週比 0.1ポイント低下の 1.6％と、7月11日までの週以来の低水準となった。 

 

 

（2）9月の米 ISM製造業景気指数は、50.2と前月から0.9ポイント低下し、2013年 5月以来、2年4ヵ月ぶりの低

水準に落ち込んだ。ただ、製造業の景気拡大・縮小の判断基準となる50は33ヵ月連続で上回った。また、18業種

中7業種が業況拡大を報告した。生産が51.8（前月 53.6）、新規受注が50.1（51.7）、 雇用が50.5（51.2）、仕

入れ価格が38.0（39.0）といずれも前月から低下。在庫は 48.5（48.5）と前月から横ばいだった。 

 

（3）8月の米建設支出は、年率換算で前月比+0.7％の 1兆 862億 2400万ドルとなり、市場予想の+0.5％を上回り、

金額ベースで2008年5月以来 7年3ヵ月ぶりの高水準となった。前年同月比では+13.7％となった。民間部門が高

い水準を維持したほか、公共部門も増加したことで全体を押し上げた。 

 

 ①民間の建設支出は、前月比+0.7％の7879億8300万ドルとなり、金額ベースで2008年4月以来の高水準。前年

同月比では+16.5％となった。住宅建設が+1.3％の3832億 5000万ドル、住宅以外の建設は前月比+0.2％の4047億

3200万ドル。宿泊や医療、運輸、娯楽関連が増える一方、商業や宗教、教育関連は減少した。 
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 ②連邦政府など公共部門の建設支出は、前月比+0.5％の 2982億 4200万ドル。州・地方政府が前月比+0.5％、連

邦政府は+0.6％。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6072.47 +10.86 
仏 CAC40 4426.54 -28.75 
独 DAX 9509.25 -151.19 

ストック欧州 600 指数 346.23 -1.54 
ユーロファースト 300 指数 1364.86 -5.68 
スペイン IBEX35 指数 9567.30 +7.40 

イタリア FTSE MIB 指数 21142.86 -152.12 
南ア アフリカ全株指数 50516.58 +427.72 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100は、中国が追加の景気刺激策を打ち出すとの期待感で堅調な

動きとなった。しかし、独 DAXは、米国の製造業関連の経済指標が悪化したことが投資家心理を冷やし、1.5％以上

の下落となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16110.06（-174.64）、S&P500 1912.37（-7.66） ナスダック 4571.36（-48.80） 
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≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、中国の景況感を示す9月の製造業 PMIが改善したことで景気への懸念がやや後退

し、安全資産とされる米国債を売る動きが優勢となった。一方で米 ISM製造業景況指数が市場予想を下回ったこと

で買いも入る動きとなった。ただ、2日の米雇用統計発表を前に、様子見ムードも強かった。  

 

午前の利回りは、30年債が2.83％（前日 2.85％）、10年債が 2.03％（2.03％）、7年債が 1.74％（1.73％）、5

年債が 1.36％（1.36％）、3年債が 0.91％（0.90％）、2年債が 0.64％（0.63％）。 

 

 

3：40 

NY金は、中心限月が前日比 1.50ドル安の 1オンス＝1113.70ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.35ドル安の1バレル＝44.74ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1113.70 -1.50 

NY 原油 44.74 -0.35 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落したことから、ドルの代替資産とされる金を買う動きが先行したものの、

米雇用統計の発表を前に積極的な買いが手控えられ、小幅続落となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、中国の製造業の景況指数が改善したことや、ハリケーンで米東海岸の石油関連施設の操業に支障が出

るとの懸念から買いが先行し、一時は1バレル= 47ドル台まで上昇した。その後はハリケーンの影響は限定的との

見方が広がったことから、一転軟調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16272.01 -12.69 16348.87 16073.82 

S&P500 種 1923.82 +3.79 1927.21 1900.70 

ナスダック 4627.09 +6.92 4628.23 4559.21 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米製造業関連の景況指数が市場予想を下回ったことから、米景気の先行き不安が広がり、主要株価

は軟調な動きとなった。ただ、午後に入ると下げ幅を縮小する動きが終盤まで続いた。ダウ平均は、序盤に前日比

64ドル高まで上昇したものの、その後は下落に転じ 210ドル安まで下げる動きとなった。しかし、終盤にかけては

大きく値を戻す動きとなり、結局 12ドル安で引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.94  119.96  119.50  
EUR/JPY 134.10  134.21  133.52  
GBP/JPY 181.45  181.74  181.13  
AUD/JPY 84.31  84.78  84.02  
NZD/JPY 76.76  77.16  76.48  
EUR/USD 1.1182  1.1210  1.1151  
AUD/USD 0.7030  0.7082  0.7021  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標が悪化したことや、米株価が大きく下落する動きとなったことから、

ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。その後は株価が下げ幅を大きく縮小する動きとなったことから、下値は

限定的となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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